
学校だより発行によせて

校長 金澤 隆志

この４月に１６代校長として着任いたしました金澤隆志

と申します。仙南の角田市から車で通勤しています。赴任

以来，生徒達の様子を見ていますが，総じて“大器晩成の

器”だと感じています。こつこつと真面目に努力する生徒

が多く，この姿勢を長い年月継続していけば，いつかどこ

かで必ず大輪の花を咲かせる生徒達だと確信しています。

学校全体が明るく元気になるよう力を尽くして参りますので，どうぞよろし

くお願い申し上げます。

さて，本校は，開校３８年目となり，これまで１１，４１３名の卒業生を

輩出し，地域の学校として皆様のお世話になって参りました。

そこで，これまでの伝統を踏まえ，さらに

地域に開かれ，愛される学校づくりを推進す

るため，学校だよりを発行することといたし

ました。月に一回の発行を予定しています。

内容は，学校の教育活動や生徒の活躍を紹介

する他，保護者の皆様や同窓生の皆様，地域

の皆様にも登場していただき，本校をより身

近に感じていただけるよう，親しみやすいも

のにしていきたいと考えています。

なお，校長室にはコーヒー，紅茶，緑茶を

用意して皆様のお越しをお待ちしております

ので，お気軽にお立ち寄りください。
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桜の咲く中、４月８日に新入
生を迎え、全校生徒８３６名
で平成２８年度がスタートし
ました！
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た
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新入生入学式宣誓

柔らかく吹く風と咲き誇る桜の花

から春らしさを感じる今日この日。

私達２８０名は宮城県名取北高等学

校への入学を許可されました。

９年間の義務教育を終えた私達は、

大きな希望を抱きながら、今新たな一歩を踏み出そうと

しています。今までとは全く違う環境にわずかな不安も

ありますが、自らが選んだこの名取北高校での生活は、

有意義なものになると確信しています。また、これまで

支えて下さった方々への感謝を示せるよう、周囲の方々

や自分自身と真摯に向き合っていく覚悟です。

私達新入生一同は、自らの輝かしい未来を築くため、

先生方や先輩方を模範とし、出会うことが出来た新しい

仲間と切磋琢磨しながら、日々精進していくことをここ

に宣誓いたします。

平成２８年４月８日

第３８回入学生代表 佐藤智香（増田中出身）

保護者の皆さまへ ＰＴＡ総会が開催されます！

４月２７日（水）13：30－総会 15:00－学年PTA 16:00－学級懇談 お誘いあわせのうえ、ご参加ください。
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学校(授業)公開週間を実施します

日時：５月１６日（月）～２０日（金）

９：５０～１２：４０（２～４校時）

（受付12時ﾏﾃﾞ）

保護者、学校関係者、近隣地域にお住いの方を

対象に、学校（授業）公開を行っています。申

込不要です（受付で記名いただきます）。どうぞ

お誘いあわせのうえ来校ください。

（11:30－食堂利用可能です）
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「３・１１なとり閖上追悼イベント2016」に多くの生徒がボランティア参加しました。
今年から会場を名取市役所前に移して開催されたイベントに４７名の生徒が参加しま

した。事前の絵灯篭の絵制作には，美術部、コミックイラストレーション部等が参加。

２月の絵灯篭組立、イベント当日はみぞれ交じりの中、灯篭の火の管理等に従事しまし

た。２月２９日に「大震災を語り継ぐ北高生の集い」で閖上中遺族会代表の丹野祐子さ

んから「命を守るために教訓を語り続けることの大切さ」を学びました。今後も北高生

は社会を支える人として成長するため、チャレンジを続けます。

演劇部 山形市で招待公演

演劇部は宮城県高等学校演劇コンクール最優秀賞を

４年連続で受賞し，昨年３月までの全国大会に３年連

続出場している。２

月２１日（日）に山

形県高等学校演劇専

門部より招待を受け、

シベールアリーナで

の公演を行った。

第３５回卒業生進路状況 （3/18付)
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五
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私
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野
球
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に
向
か
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全
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取
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事
第
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す
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。
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だ
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い

！

山形公演を終えて 富塚啓人（３年・山下中出身）

私たちにとって、より多くの方に劇を

見ていただくことは何よりの喜びです。

ですから、私たちは自分たちの劇を見て

いただける事への感謝と喜びの気持ちで

上演します。

今回の招待公演で『父、ゆえに』を上

演しました。この劇は、地雷をつくる町工場とカンボジア

を舞台に、父が地雷を作っていると知った息子が罪の意識

にさいなまれ、地雷処理をしにカンボジアへ行くという劇

です。上演後、感動したという感想をいただけたのは、私

たちの今後の励みになり、実り多い公演になりました。

そんな公演を終え、私たちも新たに前進しています。私

自身最上級生になりました。「頼られる先輩」になることは

難しいことですが、今までのたくさんの経験を生かし、良

い部活動にしていきたいと思います。今後もより一層の努

力を重ねていきますので、温かく見守ってくださると嬉し

いです。

灯篭の火の管理を行う生徒

【 宮城県名取北高等学校 】

〒981-1224 宮城県名取市増田字柳田103

TEL 022-382-1261 FAX 022-384-8976

HP http://natorikita.myswan.ne.jp

mail chief@natorikita.myswan.ne.jp

（担当）教頭・町田尚彦

（学校だよりのご感想をお寄せください）

吹奏楽部定期演奏会
５月２２日（日）14時開演

名取市文化会館、入場無料

３部構成にパワーアップしたステー

ジ。暖かでエネルギッシュな演奏会

です。ご来場を心よりお待ちしてい

ます。

進路決定数 合格のべ数 内訳

国公立 8 8 宮城大4,山形大2,福島大,小樽商科大
私立 136 148 東北学院大60,東北福祉大26,津田塾2他

15 15 仙台青葉短大,聖和学園短大
専修各種 52 宮城調理製菓専,仙台高等技術専他

看護医療系 18 仙台医療ｾﾝﾀｰ,仙台徳洲会,他

公務員 12 名取市職,宮城県職,宮城県警,自衛官他

民間 19 ｱｲﾘｽｵｰﾔﾏ,相双信用組合,仙南農協他

他 1 縁故

10 進学準備他,

大

学

短大

専

各

就

職

他


